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前号では、表 1に示すシナリオ型被害想定の実施手順の「1.被害想定データを用意する」につ

いて一般的な解説を行いました。今号からは、皆さんにシナリオ型被害想定の作業を具体的にイ

メージしていただくため、仮想の市(以下では「V 市」といいます)を設定して話を進めることに

します。 

まず、V市の属性設定から始めます。 

 

 

1.V 市の属性設定 

 

V 市の属性を以下のように設定します。これは、今後の作業を行う上で必要最小限のものです。

作業を進めていく過程で新たな属性が必要となったときは適宜追加します。なお、V 市は仮想の

市としていますが、関東地方のある地域(複数市町村にまたがった地域)の実際のデータに基づい

ています。 

面   積:90 平方キロ        世帯数:48,000 世帯 

木造家屋数:43,600 棟         人 口:167,000 人 
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2.V 市の被害想定(被害想定データを用意する) 

 

(1)被害想定データを得る 2 つの方法とその特徴 

前号では、被害想定データを得る方法として以下の 2 つを紹介しました。 

ア 都道府県の地震被害想定調査による被害想定 

イ 簡易型地震被害想定システムを用いた被害想定 

これらの方法から得られるデータ(想定項目)を比較したのが表 2です。表 2では、都道府県の

被害想定調査として東京都を例にとりました。ご覧のように、都道府県(東京都)の被害想定調査

の方が項目が広範にわたっていることがわかります。 

表 2を参考に、被害想定データをシナリオ型被害想定において用いる場合の留意点を表 3に整

理してみました。 

これらの留意点を踏まえておけばどちらの方法を用いても良いのですが、本連載では自由に条

件設定を行えることから応用範囲の広い「簡易型地震被害想定システム」による方法を用いるこ

とにします。 

 

(2)V 市の被害想定(簡易型地震被害想定システムによる) 

V 市の直下で前回紹介した以下の地震と同等の地震が発生したとします。 

ア.1995 年阪神・淡路大震災(兵庫県南部地震) 

イ.2004 年新潟県中越地震 

その結果は表 4のようになります。なお、発生時期・時刻が、「出火件数が最大となる冬季夕食

時」のケース、「2つの地震の発生時期・時刻を入れ替えた」ケースについても算定数字を示して

います。 

表 4からは、新潟県中越地震は大きな地震でしたが、阪神・淡路大震災(兵庫県南部地震)はそ

れをさらに上回るすさまじい地震であったことがわかります。また、発生時期・時刻が異なれば

出火件数が大きく変動することに注目しておく必要があります。 

なお、「死者数」については注意が必要です。ここで示された死者数は基本的には木造家屋被害

に伴うものだということです(発生時期・時刻に関係なく在宅率を一定としているため死者数も

一定になっています)。「津波」、「関東大震災のような大火災に巻き込まれての焼死等」、あるいは

「阪神・淡路大震災時に見られた倒壊家屋から脱出できずに焼死」といったケースは含まれてい

ません。 

次回では、表 4に示されたケースも含め、どのようなケースを前提に被害シナリオ、対応シナ

リオを描けば良いのかを考えていくことにします。 
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